
第
六
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

附

則

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
青
少
年
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
第
十
一
条
の
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
四
号
）

に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」と
い
う
。）を
し
た
場
合（
求

人
者
が
第
三
条
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
を
起
算
日
と
す
る
過
去
一
年
以
内
に

お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
法
律
の
条
項
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
限
る
。）に
あ
っ

て
は
、
当
該
同
一
の
法
律
の
条
項
に
違
反
す
る
行
為
を
施
行
日
以
後
に
し
た
場
合
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

則

改

正

後

改

正

前

第
二
条

警
察
庁
及
び
管
区
警
察
局
に
勤
務
す
る
警
察
官
の
う
ち
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
逮
捕
状
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇

・

略
﹈

﹇

・

同
上
﹈

警
察
庁
の
生
活
安
全
局
、
刑
事
局
、
交
通
局
、
警
備
局
及
び
サ
イ
バ
ー
警
察
局
に
勤
務
す
る
警
部
以
上
の

階
級
に
あ
る
警
察
官

警
察
庁
の
生
活
安
全
局
、
刑
事
局
、
交
通
局
及
び
警
備
局
に
勤
務
す
る
警
部
以
上
の
階
級
に
あ
る
警
察
官

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三
号

警
察
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
（
令
和
四
年
内
閣
府
令
第
三
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
九
十
九
条
第
二
項
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六

十
二
号
）
第
七
十
九
条
第
二
項
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
四
条
、
国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為

等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
、
不
正
競
争
防
止
法
（
平
成
五
年
法
律
第
四
十
七
号
）
第
三
十
五
条
第
三
項
、
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰

及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
、
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者

等
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
条
、
国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
四
条
及
び
警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年

政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

二
之
湯

智

刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

刑
事
訴
訟
法
第
百
八
十
九
条
第
一
項
お
よ
び
第
百
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
司
法
警
察
員
等
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
号
（
以
下
こ
の
条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
及
び
第
二
十
六
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。


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